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は　じ　め　に

　白山火山の地質はこれまで山崎・中西･松原(1968),長岡・岩田・東野・山崎(1985),長岡・清水・

山崎(1985)などによって明らかにされている。それらによると，白山火山の形成は古いものより加賀

室火山形成期(およそ40～30万年前)･古白山火山形成期(およそ14～10万年)･新白山火山形成期

の３つに分けられる。各火山体の噴出物の主なものは溶岩流で，他に火砕流堆積物や岩屑流堆積物な

どがそれらに伴う。これらの火山体の噴出物の全岩組成についてこれまで公表されたものは，新白山

火山についてYamasaki ・Nakanishi・Kaseno(1964)とTiba(1976)が，加賀室火山について長岡・岩

田・東野・山崎(1985)があるのみで，その数も少ない。今回，新たに加賀室火山・古白山火山・新白

山火山それぞれについて７ ･21・ 9個の全岩組成を示し，従来公表された分析値も含めて，白山火山

の全岩組成の特徴を以下に記す。また，斑晶鉱物の容量についての特徴も併せて報告する。

　著者の一人，東野は名古屋大学理学部地球科学教室で分析を行った。装置の使用や分析でお世話に

なった榎並正樹博士に感謝する。

分　析　方　法

　分析元素はSiO2, TiO2, AI2O3, FeO*(FeO量としての全鉄量), MnO, MgO, CaO, Na2O, K2O

の９元素で，測定試料のガラスの制作はMori・Jakes・Nagaoka(1971), Nicholls(1974),福山・柵

山(1976)の方法に従った。使用した分析機器は金沢大学のHitachiXMA-5 A型と名古屋大学のJEOL

JCCA-733型のＥＰＭＡである。補正方法はBence and Albee (1968)に従った。

　鉱物のモード組成の測定には, 2つの方法を用いた。１つは通常のポイント＝カウンター法である。

もう１つの方法は,薄片の拡大写真から計算する方法で,拡大写真から各鉱物を切取り，その切りとっ

た部分の重量をもとに容量を計算した。
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分　析　結　果

　分析した試料は大部分が溶岩で，他に火砕流堆積物中の本質火山岩塊(essentialblock）や溶岩中

の同源捕獲岩（cognate inclusion）を含む。表１に分析結果を，表２に分析試料の所属火山名･採集

場所・岩石名などを示した。表1 ･ 2には，長岡・岩田・東野・山崎（1985）ですでに公表した加賀室

火山の溶岩の分析値(7個）も含まれている。以下では，それらにTiba（1976）の分析値も含めて，白

山火山の噴出物の特徴をのべる。Tiba(1976)は１個の試料の全岩組成とそれに含まれる同源捕獲岩の

化学組成を示した。その試料は御前峰頂上で採集されたもので，新白山火山に属する。Yamasaki

et

al.(1964)に示された１個の分析値は,新白山火山翠ヶ池期に属する熱雲堆積物中の本質火山岩塊のも

のである。しかし、その分析値はTiba(1976)や長岡・岩田・東野・山崎(1985)や今回の分析値に比べ
て著しくNa2O量が低く(2.65重量%

）,

以下には用いなかった。

　分析した試料のSiO2量の範囲は56.4～66.6重量％である。

SiO2量が64重量％を越えるのは，古白

山火山の火砕流堆積物中の本質火山岩塊である。同源捕獲岩は溶岩や火砕流堆積物中の本質火山岩塊

に比べてSiO2に乏しく,

57重量％以下である。古白山火山の噴出物は他の火山体のものに比較して

SiO2量の組成範囲が広いが，それが本来の特徴を表わしているのか，もしくは古白山火山の分析値が

多いためか明らかでない。

Harker

diagram上において（図1）,

Na2O量とK2O量を除いて加賀室火

山・古白山火山・新白山火山の各火山体の間には，化学組成上の明瞭な差はみられない。Na2O量と

K20量は共に.

加賀室火山の噴出物が古白山火山と新白山火山のものに比べて同じSiO2量に対して低

い傾向がある。また,FeO＊-(Na2O十K2O)-MgOの三角図(図４)で，加賀室火山の噴出物は新白山火

山や古白山火山のものに比べて, FeO*に富む傾向をもつ。

　白山火山の火山岩類はPeccerilla and Taylor(1976)の区分で，ほとんどが安山岩(andesite)の領

域にはいり，一部が石英安山岩(dacite)に属する(図2)。Kuno(1966)によると, 2, 3を除いて高

アルミナ玄武岩系列の領域にプロットされる(図3)。FeO＊-(Na2O十K2O)-MgOの三角図では，箱根

火山の紫蘇輝石質岩系並びにそれよりFeOに乏しい領域にはいる(図4)。SiO2量の変化に対して

FeO/MgO比の変化がほとんどなく, Miyashiro(1974)のカルクアルカリ系列に属する(図5)。

　白山火山の火山噴出物の斑晶量はおよそ10～30容量％である。加賀室火山と新白山火山の斑晶量に

差が認められる(図６)。加賀室火山の斑晶量はおよそ23～30容量％で多く，一方，新白山火山のほ

とんどのものは, 20容量％で少ない。古白山火山の噴出物の斑晶量は幅広く，加賀室火山と新白山火

山の領域をカバーする(図６)。加賀室火山･古白山火山･新白山火山の噴出物の斑晶鉱物は，いずれ

も斜長石・紫蘇輝石・ホルンブレンドを主体とする。他に斑晶としてカンラン石や石英・黒雲母も含

まれることがあるが，含まれても量は少ない(通常１容量％以下)。斜長石―紫蘇輝石－ホルンブレン

ドの容量比は, 3つの火山体の間に系統的な差はない(図7)。
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